
★2022(令和 4)年度 松江北高校十大ニュース★ 

（注）この記事は北高教頭・双松会事務局長の伊藤尚子先生（40期）に特別制作のご協力をいただきました。 

▼Ｒ４年３月卒業生の進路  

 国公立大学に198名（既卒者を含む）が合格。難関10大学の合格者は22名で、そのうち京都大の4名

は昨年度の 5 名に続く多さの現役合格がありました。医学部６名、私立大学は延べ 356 名の合格者数で

した。withコロナ時代で 2年次は長い休校でスタートし、各種行事の取りやめなど通常の学校生活がま

まならないことが多かった学年でしたが、粘り強く取り組む北高生の姿を結果に残してくれました。 

 

▼Ｒ４年度入学生から推薦選抜入試の実施  

 令和４年度から普通科における推薦選抜入試を初めて実施しました。「世界の人たれ」のスクールポリ

シーにかなう人物を求めたところ定員を超える応募があり、5名が合格しました。入学後は勉強や部活は

勿論、エンパワーメントプログラムや弁論大会参加など、それぞれ自分のやりたいことにチャレンジし

ています。クラスだけでなく、学年や学校を引っ張っていく存在になってくれることを期待しています。 

 

▼コロナ禍における学校生活  

令和４年度もコロナ対応に追われた一年でした。特に年度前半は、学校の敷地内での部活ごと、クラス

ごとの集団検査や、総体などの大会前には検査協力を求められたりなどの対応に追われました。4月と8

月にいくつか学級閉鎖もあり、伝統のロードレースは今年も見送りましたが、学校全体が休校になるこ

とはなく、年度の後半には市内や他校に比べて第 8 波の影響は非常に少なく、落ち着いた学校生活が送

れるようになってきました。少しずつ以前のように行事や集会ができるようになると期待しています。 

▼紅陵祭 「築
きづき

 ～Constructive Destruction～」 

９月には恒例の紅陵祭（学園祭）がありました。コロナ禍での開催３年目の今年は外部からの来場を

保護者に限っては可としました。1年生の合唱コンクールが復活、3年生のページェントを限定公開配信

するなど、これまでの築きあげてきた伝統を守り、新たなことへも挑戦しながら、

まさに「築」のテーマのもと、みんなが最後までしっかり楽しむことがでる学園

祭となりました。 

    
 

▼部活動の活躍の跡                  

6月の県総体の男女総合成績は９位でしたが、各部とも最後

まで粘り強く戦い抜きました。今年度は文化系の部活動の活躍

が目立ちました。合唱部は 11年ぶりに全日本合唱コンクール

全国大会への出場を果たしました。また、自然科学部を中心に

参加した「科学の甲子園全国大会」の物理部門で全国1位、総合成績でも島根

県勢で過去最高の11位となりました。また、囲碁部も全国高等学校総合文化祭

で団体4位になるなど、全国区での上位入賞も大きな話題となりました。 



▼北高魅力化事業その１：２年生普通科近畿研修、理数科関東研修の実施         

10 月 5～7 日に普通科 2 年生で初めての近畿研修旅行を実施し

ました。近畿方面に進学した先輩たちと座談会があったり、コース

別研修では企業や大学を訪問したりと自分の進路についてしっか

り考える機会となりました。 

また、理数科 2 年生も同じ日に 3 年ぶりで関東研修の実施がで

きました。最先端の研究施設や東京大学研究室の訪問、各分野での

研究者との直接交流など充実した研修となりました。 

いずれの研修も広い世界へ視野を広げ、友人との楽しい時間を過

ごす貴重な体験となりました。 

 

▼北高魅力化事業その２：エンパワーメントプログラム  

昨年に続き12月に本校でエンパワーメントプログラム（５日間を英

語のみで過ごす語学研修）を希望者対象に実施しました。 

34名の参加希望者があり、5日間で語学スキルはもちろんのこと、挑

戦する精神や自分についての新たな気づきなどそれぞれが自分自身の

成長が感じられる５日間となりました。 

 

▼北高魅力化事業その３：キッズ☆サイエンスプログラム  

 今年度初めて開催しました。地元の小学生を対象に、高校生が

先生役となってサイエンスの不思議を学ぶという企画で、各回の

テーマを生物・物理・地学・化学に分け、4回実施しました。 

高校生にとって貴重な経験の場でありますが、小学生や同伴し

てもらう保護者にも北高をアピールする絶好の機会となりまし

た。毎回応募者多数で、参加者からの評判もよく、今年度より

STEAM 教育を推進する本校にとって今後の目玉企画のひとつにな

っていくものと期待しています。 

 

▼起雲館（卒業生会館）の老朽化  

創立100周年記念と同時に竣工記念式典を行ってから、かれこれ

50 年近くになろうとしている校舎に隣接する起雲館も老朽化が目

立ってきました。学食などを含む内部の施設設備も古くなってきて

おり、外壁等にも損傷が目立ってきています。今年８月には４階の

天井から雨漏りもあり、応急処置や修繕に追われました。 

 

▼「松江北高等学校魅力化コンソーシアム」の立ち上げ  

昨年度 3 月に準備委員会を行い、今年度より正式に「松江北高等学校魅力化コンソーシアム」が立ち

上がりました。役員会は現在校内外の関係者１３名で構成されていますが、双松会から泉副会長にメン

バーとして入っていただいております。今年度は卒業生会とコラボしたウェビナーなど行っていただき

ました。今後も双松会をはじめとして、様々な地域との連携をすすめ、北高の教育活動がますます充実し

ていくことを期待しています。 

 


